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はじめに

2021 年度事業の特徴として、データサイエ

ンスに関連するリカレント講座等を実施し、県

内のデーターサイエンス教育の推進を図ったこ

とが挙げられます。開講した講座を大別すると

３つに分けられ、一つ目は「学校教育推進（県

内小・中・高・特支への I T C・D S 教育支援）」

として、教員研修支援・児童生徒支援・P T A

研修支援の実施。２つ目は「社会人教育推進（社

会人向け講座及び体系的なカリキュラム構築）」

として、各種公開講座の実施。３つ目は「産学

官金連携推進（企業、自治体における D X の

推進・支援）」として、D X 学修セミナー・D 

X 実戦ワークショップの実施になります。

合わせて、2020 年度に入って新型コロナウ

イルス感染症が拡大、2 年前の報告書の挨拶で

多種多様なニーズに応えるべく講座の企画もさ

ることながら、学び方（スタイル）そのものも

見直さなければならないとし、新たに特別公

開オンラインセミナーを企画し実施しました。

2020 年度は 19 講座、2021 年度は 16 講座で、

内容としてはアフターコロナに関連するテーマ

が中心でした。確かに運用面での難しさや課題

はありましたが、全国各地から多くの受講生が

聴講してくれるなど、今後の公開事業のあり方

を考えるに当たり大変参考になりました。今回

は無料の講座としていましたが、今後は従来の

公開講座と同じく、有料のオンライン講座も検

討していきたいと考えているところです。

また、今年度は「全国国立大学生涯学習系セ

ンター協議会」が本学で開催されました。残念

ながら遠隔での開催となりましたが、無事当番

校としての役割を果たす事ができ、「生涯学習

機会の提供と地域人材の育成」のテーマで充実

した情報交換、意見交換ができました。

2021 年度は、本学の第３期中期目標・中期

計画の最終年度でありました。次年度からは第

４期中期目標・中期計画（令和 4 〜 9 年度）に

基づいて本部門も時代のニーズに応えるべく変

革を目指します。目標を「リカレント教育の質

向上」とし、総合大学としての特色を生かして

高い水準を目指す。①これからの社会人の基礎

能力となる数理・データサイエンス・A I 教育

を地域に普及させる。②課題解決（共創力）や

富山大学地域連携推進機構生涯学習部門における
2021 年度の実施事業について

矢　口　忠　憲
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門長）

要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門において 2021 年度に実施した事業の概要を報告す
る。主要な事業である公開講座の開設数は 49 講座、オープン ･ クラスの公開科目数は 826
科目、サテライト講座 5 講座に加え、昨年に引き続き企画した特別公開オンラインセミナー

（16 講座）であった。また、「学校教育推進」「社会人教育推進」「産学官金連携事業推進」
の３分野においてデータサイエンスに関連するリカレント講座を実施した。
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高度な専門能力を身につけられる実戦型リカレ

ント教育を実施するとしています。

With コロナも含め、大学を取り巻く環境も

年々厳しさを増していますが、地域の生涯学習

の拠点として、若者世代、現役・子育て世代、

シニア世代のそれぞれのニーズを意識しなが

ら、引き続き、多様な学習機会の提供に努めて

いく所存です。

ここに刊行いたします生涯学習部門年報第

24 巻は、昨年度の生涯学習部門の取り組みを

総括し、今後の事業展開へ向けた基礎資料・指

針を提供するものです。

以下、本年報の内容は、当部門が実施してき

た 2021 年度事業の概要報告、公開講座・オー

プン・クラス等の実施状況報告、本部門専任教

員による研究論文、委員会等の開催状況報告、

そして事業報告資料集となっております。

本書を通して、当部門の事業をご理解いただ

き、今後のより一層充実した生涯学習活動へ向

けて、みなさま方の忌憚のないご意見・ご要望

をお寄せいただけましたら幸いです。



－ 3 －

１．生涯学習事業

①　公開講座

本学は数多くの公開講座を実施しています。

この事業は、本部門に設置された全学的な公開

講座専門委員会で企画が審議・承認され、本学

教員の大学開放に対する深い理解・協力のもと

で実現されています。

ジャンルごとの開講数でみると、教養講座で

27講座、語学講座で9講座、体験講座で13講座、

計 49 講座が企画されました。前年度は新型コ

ロナウイルスの感染拡大の防止のため、後期

のみの開設となりましたが、2021 年度は前期、

後期とも開設することができました。それぞれ

の受講者数をみると、教養講座で 244 名、語学

講座で 88 名、体験講座で 122 名、合計 454 名

になりました。

公開講座は、一般市民の学習ニーズとうまく

かみ合った企画であることから、多くの講座が

例年恒例の形で実施されます。語学では、中級

から上級へとステップアップする講座が開設さ

れています。

極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた

講座の数々について、ここで詳細に述べつくす

ことはできません。しかし、多くの一般市民が

受講していることや、本年報収録の受講生アン

ケートの結果をみると、大学の知的資源を地域

社会に還元するという目的はおおむね達成でき

ていると評価できます。

②　オープン・クラス

オープン・クラスは、正規学生に対する授業

を一般市民に開放する取り組みです。

前年度は新型コロナウイルスの感染拡大の

防止のため、前期は全て中止となりましたが、

2021 年度は前期、後期とも開講することがで

きました。

2021 年度の開講科目は 826 科目（前期 421、

後期 405）、延べ受講希望者数は 240 名（前期

157、後期 83）、試聴等を経て実際に受講した

者は 156 名（前期 92、後期 64）でした。

2021 年度後期は昨年度開講された後期と比

べ、延べ受講者数が 5 名減少しましたが、前期・

後期とも開講できたことにより、全体で 87 名

増加しました。

また、大学院の授業科目を、ハイ・グレード・

オープンクラス（HGOC）と称して正式に公開

し、より高度で専門的な授業科目を学びたい方

のニーズへの対応を図っています。

③　講師等紹介

本部門では学外からの講演会・研修会等のた

めの講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介を

おこなっています。講師の選定とともに、企画

段階でも学習（研修）プログラム作成に協力し

ており、2021 年度は、本部門において、約 22

件の講師等の紹介を行いました。

なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各

学部に申し入れて実施されているケースもある

ことを申し添えておきます。

④　サテライト講座

サテライト講座は、本学教員の研究成果を一

般市民に向けて開放する講座で、受講しやすい

ように受講料無料、事前申込不要で毎年開講し

ています。前年度より開催場所を富山大学五福

キャンパスとし、９つの学部から１名ずつの教

員が講師となって開催されます。2021 年度は、

予定していた 4 講座が新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止となりました。結果的には

5 講座が開講され、総計 276 名（1 回平均 55 名）
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の受講者が集まりました。

⑤　その他の講座・イベント

・まちなかセミナー

北陸地区国立４大学連携まちなかセミナー

は、北陸の 4 つの国立大学が、それぞれテーマ

を設定し、富山・石川・福井の各会場に相互に

講師を派遣し合う取り組みです。

富山会場は、2021 年 11 月 21 日（日）に富

山大学経済学部講義棟 201 講義室で、「3.11 か

ら 10 年、防災の今を考える」と題し開催しま

した。本学都市デザイン学部の原　隆史　教授

をコーディネーターとし、福井大学、金沢大学

から講師を迎えて、講演とパネルディスカッ

ションを行い、56 名の受講者と活発な意見交

換を行いました。

 

・高大連携

小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書

に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラ

スとして開講している授業に同校から生徒を毎

年受け入れています。

前年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、中止となりました。2021 年度は、18

名の生徒が「哲学のすすめ」などの授業を受講

し、2021年 9月 6日（月）の事後研修報告会後に、

修了した生徒は本学から修了証書が授与される

とともに、同校から卒業単位 1 単位が認定され

ました。

・富山大学市民講座 2021

本講座は、読売新聞北陸支社の共催により、

毎年一般市民を対象に、関心度の高いテーマを

選定し、複数の本学研究者が体系的・学際的に

講演を行う無料の講座です。

2021 年度は「データで創る未来」と題して、

富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門
〒930-8555　富山県富山市五福3190　TEL：076-445-6956　E-mail：lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp

主催  富山大学／金沢大学／福井大学／北陸先端科学技術大学院大学　  後援  富山県教育委員会／石川県教育委員会／福井県教育委員会

お問合せ●

北陸地区国立大学連合協議会
令和3年度 北陸4大学連携まちなかセミナー　富山会場

日時：令和3年１1月21日（日） 13:30～16:00
会場：富山大学五福キャンパス経済学部201講義室（富山市五福3190）

定員：8０名（事前申込制）
コーディネーター：原　　隆史（富山大学都市デザイン学部・教授）

3.11から10年、
防災の今を考える

入 場
無 料

3.11から早10年、テレビや新聞でも多くの特集が組まれましたが、大切なのは【大きな災害が起こり得ることを忘れ
てはならない】ことではないでしょうか。そこで今回のセミナーでは、“北陸における災害リスク”を知るという観点、
そして“我々に必要な心構え”を知る観点からお二人の先生に講演いただき、防災の今について考えていきます。

本セミナーについて

講 演

１

講 演

2

「地震被害と地形・土質条件の関連性―あなたの街の災害リスク―」
小嶋　啓介（福井大学学術研究院工学系部門建築建設工学講座・教授）

　射水平野や福井平野は約6千年前の縄文海進の時代には水没しており、平野の表層は新しく堆積した軟弱地
盤で形成され標高も低いことから、地震や水害のリスクが高いといえます。はじめに福井地震の被害の概要を
示し、平野の形成過程と微地形分布ならびに被害との関連性を考えます。次いで、地震被害を決める要因、特に
軟弱地盤による地震動の増幅について説明し、来場者自身の住まいの地震ならびに水害などの災害リスクを確
認してもらい、災害に対する心構えを再認識して頂きます。

「災害を忘れないために」
小林　俊一（金沢大学理工研究域地球社会基盤学系・准教授）

　「天災は忘れた頃にやってくる」。これは物理学者で随筆家の寺田寅彦の言葉とされています。
　大きな災害に遭わずに過ごせるのが良いに決まっていますが、一生遭遇しない保証はありません。
　もし遭遇したらどうしたらよいのでしょうか。
　大地震、大津波、土砂災害など、大多数の人にとって未知の体験である大規模な自然災害を身近に感じてもら
うため、日頃から大学生に講義する中で心掛けている取り組みを紹介します。
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2021 年 11 月 13 日（土）に 3 名の教員が講義

を行い、78 名が受講しました。

・オンラインセミナー

Society5.0 や SDGs、カーボンゼロ等に対応

する社会実現に向け、本学では「“人”と“地”

の健康を科学する大学」をスローガンに多様な

取り組みを行っています。これら本学の先端

研究を広く一般の方々に知っていただきたく、

特別公開オンラインセミナーを企画しました。

Web 会議アプリ Zoom を使用した遠隔授業を

行い、対面での受講も可能として、全 16 講座

が無料で開放されました。

延べ受講者数は 1485 名となりました。

 

A4　表面

２．学外との連携

①　令和 3 年度生涯学習推進懇話会

2022 年 3 月 11 日（金）、多岐にわたる本部

門の事業の成果や改善すべき点を把握するた

め、令和 3 年度生涯学習推進懇話会を開催しま

した。なお、1999 年度開催の第１回大学開放

推進懇話会からの通算では 23 回を数えます。

②　全国協議会

2021 年 9 月 14 日（火）〜 15 日（水）に開

催された、第 43 回全国国立大学生涯学習系セ

ンター研究協議会に専任教員と事務職員が参

加し、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、オンライン会議にて意見交換を行いました。

2021 年度は、本学が当番校でした。

University of Toyama

受講生
募集“人”と“地”の健康を科学する大学

16

富山大学  2021年度 特別公開オンラインセミナー

5月２9日（土）

【後半８講座は裏面に掲載】 ※ZoomはZoom Video Communications, Incの商標

1限 「社会の革新を牽引する富山大学の取り組み」

１限：９：３０～１０：１５　２限：１0：45～１１：30

齋藤　滋 ／富山大学長

２限 「“人”と“地”の健康を科学する富山大学の凄い研究」
北島　勲

／富山大学学術研究部  医学系感染症学講座  附属病院感染症科／感染制御部・教授

／富山大学学長補佐、未病研究センター 企画・研究リーダー，富山大学名誉教授

／富山大学学術研究部  医学系長・教授

／富山大学アイドリング脳科学研究センター長，富山大学卓越教授

／富山大学芸術文化学部附属技藝院長，富山大学卓越教授

6月5日（土） 1限 「新型コロナウイルス感染症の最新情報」
山本 善裕

2限

6月１2日（土） 1限 「富山大学の未病研究プロジェクト」
門脇　 真

／富山大学保健管理センター・講師

「長引くコロナ禍でのストレスマネジメント」
西山 志満子

2限 「ビッグデータでみる富山の健康：メタボマップの作成」
関根 道和

6月１9日（土） 1限 「閃きを生むアイドリング脳」
井ノ口 馨

2限 「伝統から生み出す革新」
林　 　曉

新型コロナウイルス感染症が深刻な影を落とす中，世界が抱える課題やわが国が遅れをとっ
ている事柄が明らかになってきました。富山大学では，コロナ禍の終息を待つのではなく，
Society5.0 や SDGs，カーボンゼロ等に対応する社会実現に向け，「“人”と“地”の健康を科学
する大学」をスローガンに多様な取り組みを行っています。本オンラインセミナーでは，
富山大学の先端研究を知っていただくことで，皆様と共に変革を創り出す契機にしたいと考
えています。ご自宅で受講できますので，お気軽にご参加くださいますようお願いします。


対象は「Zoom」ミーティングに参加可能なインターネット環境がある方定員は 各講座100名（事前申込制），

20名まで五福キャンパスにて対面で受講することが出来ます
受講料無料　申し込み方法は裏面をご覧ください

受講無料の

講座
興味に応じて
何講座でも受講可

／富山大学理事・副学長
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③　北陸地区大学間連携

2021 年 12 月 10 日（金）に、富山大、金沢大、

北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大学

スタッフによる専門委員会が開催されました。

2021 年度も新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、Web 会議システム Zoom を用いて開

催し、2021 年度まちなかセミナーの反省・次

年度の企画について意見交換が行われました。

３．広報・出版活動

①　チラシによる広告

公開講座、オープン・クラス、サテライト講

座について、新聞へのチラシの折込みや広告の

掲載を実施しました。加えて、富山県内の各種

学習施設や公民館等に配布依頼を行い、富山市、

高岡市、射水市の広報誌や、スマホアプリによ

る広告の掲載も実施しました。

その他の事業についても、事前にチラシを作

成し、県民カレッジや各地の公民館等に配布し

ました。

②　出版物

・公開講座、オープン・クラス、サテライト講

座、市民講座のチラシやポスターを作成しま

した。

・公開講座、オープン・クラスの募集要項を作

成しました。

③　メールや Web を利用した広報活動

・メールマガジン

メールマガジンは、おおよそ 800 名に対し

概ね 2 ヵ月に１回のペースで発信し、117 号～

121 号の計 5 件を配信するに至りました。

・Web

大学開放に関する情報発信として随時 Web

サイトを更新しています。




